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小田嶽夫『断橋の佳人』における晩年の憧憬 

 

何 問民 

 

は に                           

 小田嶽夫（1900 1979）は 生ま 、 ち、 に 、 り わる 代ととも

に いていた作家である。杭州での を に た作 「城外」は 11 年の 三回

賞を 賞 、 を た。小田嶽夫とい 、 、 夫 の中国文人に

る研究の と て る とが い。田中栄一は小田の作家人生を杭州 代の「中

国 」、 賞 賞 の「作家生 」と「終 を での 中 」の三つに

ている。 て、三つ の の中では、 50 年の作 から小田が「 た ら

の世界 てい 」と 断 、 は小田の「 も た 界であ たかも

い」と た（1）。 か 、 にと ま て り、田中は小田が た「 の世界」の

の について てい い。 者は 50 年、小田が とは 世

界を ていた とについては同 である。 

の世界を るた に、ま 50 年から小田が る 54 年までに出版

た を見て 。出版 た は、 たい子賞 賞作『 夫 』（ 50 年）、

『 』（ 52 年）、『断橋の佳人』（ 53 年）、『回想の文士たち』（ 53 年）の

つである（2）。 のある文人の 人の青春と人生を論 るものが である。 の中

で のは『断橋の佳人』とい い中国の 異談を た作 集である。 の著作は

小田の研究であまり てい い。 研究と ては、 の 士論文「小田嶽夫の

作 に る杭州像」（3）があるが、 では杭州は小田の「郷 の い 」であると

、 が「 想郷」に ている とを説 るた に『断橋の佳人』の が少

ているに い。 外の研究では、小田の 年の作 と て作 を る

とに ま て り、 は てい い。 の に『断橋の佳人』は あ

まり て か たが、 50 年からの作 群の中、現 と離 た 作

は異 で、小田の 世界を らかにできる 作 であると ら る。 では の

集『断橋の佳人』に を て、 50 年 小田嶽夫が た世界を らかに

る。 

 

『断橋の佳人』について 

『断橋の佳人 中国男女 談』（中央公論社、 53 年）には 15 の中国の 作 が

ている。 の に か ている作 が 作の「断橋の佳人」であり、「断橋」

とは杭州の の も 見 で、「断橋の佳人」は「杭州 の 人」を ている。 

小田嶽夫と杭州は い がある。 13 年に小田は外 書 生と て杭州にある
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領事館 た。 3年に に り、 て 2年 、文学に集中 るた 外 の

事を た。杭州での を に た作 「城外」は 11 年の 三回 賞を 賞

た。 の 、 の杭州に た文 を た。 31 年、小田は中国文

の一 と て、人生 の中国 と て中国 を り、杭州を 28年 りに 、

る までの 年 は杭州と を何 も作 に せている。杭州での生 は、 は

小田にと て に がある い出であり、 の は小田の 作の であると

る。『断橋の佳人』は小田の人生の の杭州ものである。 

50 年の 月 から 51年 11月上 まで、小田は で た。 の 、

上田 の『 月 』と にまつわる 説を た『 佳 』を 、 の中国

の に を でいた。 をき か に、 『断橋の佳人』を 作 た。

15 の作 の ち、 が『聊 志異』（ 、 ）、 が 代 小説、 が『

』（ 、 ）、 が『 佳 』（ 、 子）、1 が『 』（ 、

）、1 が の が書いた「 」（『 』）から たものである。 は

の 人との が い。 と の 作との は「 」のと りである。 

 

 断橋の佳人』と 作  

 断橋の佳人』 作 

1 女 の人 い 子『 佳 』15 「 」 

2 安の 人夫の  「 」（ 代 小説） 

3 の  「 」（ 代 小説） 

4  『聊齋志異』16 「 」 

5 玄  『聊齋志異』15 「 」 

6 杭州で  『 』3 「 」 

7 解 女 『聊齋志異』16 「 女」 

8 景園で た女 『 』2 「 景園 」 

9 国夫人の  『聊齋志異』21 「 」 

10 の生 わり 『 』5 「 」 

11 と 三  『聊齋志異』9 「 三 」 

12 女 の  『聊齋志異』17 「小 」 

13 家の  『 』445 「 」「 」 

14 女 『聊齋志異』4 「 女」 

15 断橋の佳人 子『 佳 』11 「断橋 」 
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現 の 中国 異談を る 

『断橋の佳人』と同時期に出版 た文集『回想の文士たち』の「あとがき」に、小田は

の の心 を述べている。 

 

いが は同年 の 年 の の 人 り生き ら て、（ ） に

に る つか に ら たが、 と いたのは、自 が死 あと、自 に

ついて書いて る人がい いとい とであ た。（ ）残念 とに （年若の

人）は の青春を知 てい い。 外も は いが、人 の一番 切 のは の青

春 の が る。（ ）

 

 小田は 人の 人と死 、悲 を味わい、自 は 人を回想 て作 を書 運命に

た とを認識 た。 の上で、自 が死 、人生、 に青春 代を て る人が

いるか か心 ている。また、小田の甥小田 郎は「小田嶽夫と高田」で小田の 年は

「 人 知人との旧 を温 たい 持ちが強か た」と ている（ ）。つまり、 人は 年

の小田にと て 存在である。 人の死を次々と た小田の苦 は想像できる

ろ 。 らに、

小田が た の残酷 と、 にと ての青春の貴

を推測できる。 らに、小田の息子小田三月は「小田嶽夫と坪田譲 」の中で、小田の生

の を書いている（ ）。「城外」を書 とで一 は「報わ 」たものの、小田は た

た 「スラ プ」に陥り、生 も「困窮」 たとい 。 

中国の に

『断橋の佳人』が 作 た。

（ ）

『断橋の佳人』は 50 年からの回想 作 群の中、唯一の

 

小田が初 て中国の に と出 たのは『断橋の佳人』の素 と てでは

い。杭州 代（ 13 年〜 ３年）を た「青春流離」に ると、 小田は、「領事

館の 事」も身について 、「領事に親 」も湧いて 、女中との秘密の 倫 係も

「心に疚 」、雑誌 文学を む 持ちも起ら か た。 か 「 を ま いのも寂

い」ので、「とき き杭州 についての 類」を でいた（ ）。つまり、小田は 、

あるいは、杭州と 係 る について、昔から知 ていた。 らに、「青春流離」では

らの を詳 述 て り、 を通 て、小田は杭州の「 い山水」、「 都の風
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」を 、杭州人の「風流」、「 」の を味わ た とがわかる。 らは異郷にい

て い に い寂 い小田を る存在であり、苦 い現 から る に

ていた。 て、中国の に を 知る に たのは 異談『聊齋志

異』に てであ た。 

小田は 34 年に『聊齋志異』の つの作 を 、『少年少女世界文学 集』の『聊

齋志異』（ 談社）と て出版 た。 の 、 36年には『聊齋志異』を に た 作

集『中国でか ろ 』（ 流社）も出版 た。『中国でか ろ 』の解説で小田は、 、

風が『聊齋志異』に て高い を ている とを ている。 も小田の『聊

齋志異』の を た一つの 素かも い。 

また、 と に、小田は中国の に に を持つ に たの ろ 。

小田は作者の が 類に 味を持 た を「想像」 た（ ）。「栄 生 を

、いつも の世を寂 ていた」ので、 は 、 、 のものを人 の に

、「 の 係で人 」と わらせると論 た。現 に わ い は、 現 の世界で

た る。 は現 を り る 、あるいは を小田に たのであ た。 

『断橋の佳人』の の小田は『聊齋志異』の作者 と た であ た。

述の に りの人が次々死 、自 も 、寂 い生 に苦 でいた。『断橋の佳

人』の は『聊齋志異』からの を たものである。 に を がら、

また がら、小田は『聊齋志異』を想起 、 と同 に、 異談を る

とで自 が る 想世界を作り、現 から と たのでは い ろ か。 の

との論 と て、 、「杭州とい 」、「 」、「 る異 」とい 三

つの を たい。 

 

３ の 杭州 

『断橋の佳人』の の中には杭州が出て るものが い。「女 の人 い」、「杭州で

」、「景園で た女」、「 国夫人の 」、「 の生 わり」、「断橋の佳人」の

の は杭州である。 の中で、 作を 、小田が に杭州と たものもある。「杭

州で 」は『 』の「 」からの で、 い 女 （ ）と青年

が に ちた 、 が 中 り、 生 てまた と である。 作で

が ち に生ま わる は であ たが、小田は を杭州に 作 、また杭州の

い景 の も た。 

作であり、 の一 でもある「断橋の佳人」にも が見ら る。 は『 佳

』の「断橋 」の で、文世高が に一 を 、困 を て一 に

に生 る である。小田はま に杭州と断橋の を た。 ら

に、 作は のた に夫 人は杭州に たとい であるが、「断橋の佳人」は

夫 人が「 が出 た 」に、「杭州 出か る」とい に た。 に夫
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人が に で に る も書いた。「断橋の佳人」の の の は、小田の

作に りつ ら たものである。かつては「死人」と り、生き た 人公は

で に る。 の「 々と た 」に「 とり」 せら る。 「 を見て

いた」が、 が「 にいい」とは知ら か たと 、水 を き がら「 見る

」 持ちでいた。 い ると、生死を た 人公は、 を 見 、ある

の 現 を るのである。 

『断橋の佳人』の「あとがき」の で、小田は が「 中国人の 」、「 」

の であり、 の に に「 る山 が い か か た」と述べ

ている。小田は中国の 異談の と ての杭州を た。 

男が杭州領事館での を小田の「文学の出 」、「 」（1 ）であると た

通り、杭州 は小田の文学と人生の を たとも る存在である。 の上、杭州

は小田にと て国 とい 公 ものを 、 、 存在に ている。

回想 『文学青春群像』では、杭州領事館から に 国 た小田は の を見 がら、

「 いは い中国 る」のであり、「郷 」を 、「 見ていると ろから る

」があ たと ている（11）。 

また、事 の上 での 人 を いた小説「 」（ 15 年）にも杭州が出て

る（12）。 人公は上 から杭州に とに て、 から、 持ちの と

た 人と、一 に現 から る とができた。 た上 と に、杭州は

「 か」で、「 」を た であり、まるで「 の国」の である。杭州は

一つの の に ていると見ら る。 らに、 31 年の の に書い

た小説「 郷」にも、杭州は「 の があ た」（13）とある。小説の で、

小田は 人公の 景 が の中で を見たとい を ている。 

「 」と「 郷」の は、 に小田の杭州 を ている。青春 代を

る杭州は、 と の流 の中で、小田にと て い 郷と て り、小田の

の中で「 」の と ろと 想 ている。 、 、 、親 の死を

た 50 年 の小田にと て、杭州は心の安ら を る であ たので

ある（1 ）。 らに、「著者自 」で、昔の杭州領事館の かい にあ たか り を

「「 （1 ） 『

に杭州を

せた。 の作 中の杭州も、小田にと ては の 想世界であり、つらい現 から

るた の安ら の の であ たと ら るのである。 

 

 

50 年 の小田の小説には悲 が い。 、「城外」の 離の

、「 学士 」、「夕景 」の 信念を貫か い 、「 らい」の 自殺
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る がある。 か 、 断橋の佳人』は らとは 。 

 15 の ち 11 は 々 がある を でいる。また、残りの「女 の人

い」、「 国夫人の 」、「 一 と 三 」、「 家の 」は、悲 から

に作り ている。 については にまと る。 

 

2 を た作  

 断橋の佳

人』 

作 作の  小田作 の  

1 女 の人

い 

「 」『

佳 』  

と 女は

た。 

は 女の が

の上に現 るのを見た。 

2 国夫人の

 

「 」『聊齋志

異』  

は に を

いた 。 は

て家出 る。 

は の

の を と 、

生 を る。 

3 と

三  

「 三 」『聊齋

志異』  

三 は （ ）を

て る。 

三 は を

た 、一 に生 を

る。 

4 家の  「 」『

』  

が （ ）を

て る。 

が た 、 の

いで生 は昔通りに

る。 

 

 らは 人が 困 に て、 人公の に り

が わるとい の に ているが、小田は 人公に「離 い」とい を せ、

の を 、 を る に た。また、 を てい い 11 は、

の を のである。 

 の に『断橋の佳人』に いて小田が悲 を 、 に わ たの

は、つらい現 から 、親 い人々と離 にいる世界を たた では い ろ

か。 の とは、次 の「異 」とい 素をあわせて る ら 、 りい

らかに る。 

 

る異  

『断橋の佳人』の べての は、 小田は

に異 を いたものを 、あるいは「 女」の に 通の を 談に

のであ た（1 ）。 小田は の 異 の の に わ たの ろ か。現

に は存在 い。 かに異 と るのは国 人 、または の と
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である。 い 味で「異 」を 、小田と 人の中国人女 との も異 で

ある。 

年の回想 「人生を作る」（ 48年）で小田は、 親、 、 を 、 人の

女 に ている（1 ）。 の中の 人は杭州で出 た中国人女 である。一人は「城

外」の の と た （女中）の （ は ）で、も 一人は

とい 中国人の である。 の 人は小田にと て 存在であ た。 

「城外」は小説であるが、小田の に 小説であるた 、 の 人公「 」は

小田自身、 の は 在の と む ると ても いであろ 。 の

は 州出身で、 でに 一人の がいる。 が 、 事もできて 持ちの

持ち であり、杭州領事館の人に か ていた い人である。杭州領事館に 異郷で

に陥 た「 」は を るた に、ま 親 てい い と

係を持つ。 は「 」を 、「 」の の り ろともい る存在に てい 。

人の 係は に「 」が に り、 も自 の夫の に て終わる。 との

離に「 」は「 い悲 」（1 ） を る。 の と国 を た は か た。

小田の回想 「人生を作る」にも、自 の「 、寂 の 夕」に、も の がい

か たら り ら か たであろ と ている。小田は 人の 係は「城外」に書い

たた 「人生を作る」では たと ているが、 女に ては「 に ても 切

い」（1 ） 持ちを ている。 

も 一人の とは、小田が通 と一 に に た中国人の家の 女である。

は に か 、あるいは 人であ た。小田は通 を通 て、 の 親に 女

との を 出た。 か 、 に「いつまでも かに か 杭州にいる」とい が

ある 家は小田に、「あ たが に中国で ら ら ろ い」とい を た。

、 運 が起 り、 人と て「人 を とを て」（2 ）いた小田は、 国

と の 者 一に て、 国を 。 、 との も に終わ た。 

『断橋の佳人』には の 人を に たと わ る人 が る。「断橋の佳人」

の 人公の文世高は 州の出身であり、 は杭州の出身である。 の （ ）は

州の出身で、杭州で いていた。また、 （ ）は も と ている。 の「

」と小田が「城外」で作 た 「 」を わせた である。 の む 家は

断橋の にある。杭州領事館も の とり、断橋の であ た。 らに、小田は「城

外」と「断橋の佳人」の に、生死の を ま とい 素を り でいる。「城外」

の が に り に陥 た 、「 」は を は る。 が た 、「 」

の「心はかつて味は た との い春の か 」（21）に解 る。「断橋の佳

人」では、 人公の文世高が死 た に自 も自殺 た は、文世高とい に山で

の中から に生き る。生き た 人が杭州に たのも「 はち 春」

である。 の山が「 を ら」 、 の が「春の 風」に「女の 」の に り、
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が 々 の中に ちて る。 の風景は「城外」の「春の か 」の

とも るであろ 。 と文世高の を た の 持ちは「城外」の「 」と 通

ている に見 る。 の に「断橋の佳人」の は小田の 人であ た （ ）

と る人 である。 

次に と『断橋の佳人』との 係について述べる。ま 、「 玄 」とい は、

が の を想起 せる上に、 人公は「 家」の に ている。 を

わせると に る。「人生を作る」で小田は、 の に「 か 玄 」が

あり、 がたまら 「 に た」と書いている（22）。 

『断橋の佳人』に る「著者自 」の の一 で、「杭州で 」について次の

に ている。 

 

   が杭州在 、 の に せら て 出 り たある中国人の知人

の家があり、 の家の とを に いて、 の りを たのであ た。（23）

 

「 」とは の とであると わ る。では、「杭州で 」の中、 人公の が

に ている の をつ る の を見て 。 

 

人は の の、 に い を通り て、 少 てから、 り、

きに が て、 に の、同 の のつ い た。

を少 て、 の、とある一 の家 人は をか た。 

 

小田は「杭州 」で、 の家は「 の い通りに、 い の高い同

家が から い に て た家 の ちに」あ たと ている（2 ）。「杭州

で 」の は の家の 述と一 ている。つまり、 の「家」は ら 家であ

り、 の「 」は である。 

「杭州で 」と との 係を らに るた に、小田の杭州 について述べる。

31年、中国文 の一 と て中国 を り、28年 りに杭州に た小田は、

年 3月に「杭州 」を書いた。昔の 領事館に て、 が「高 た」小田は、

ら い「青春の り」を回想 る 、「 家の にあ が の を るわせた」

（2 ）と、 の中で に る強い を ている。杭州を 、 と一 に見

る に、小田は 、三 の「 の い、 の わ かに切 上が た 少年」と出 て、

「 の昔の 人に ている」と た。 も「 が高か た。 の、 の切 上が

た、少 い きに 」 ちである。 の少年と が ていると ら る。 て、

小田は「自身年は ても心の は て青年 代と わら い 持ち」を持 ていた（2 ）。 
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の 親の「いつまでも かに か 杭州にいる」とい に て、28 年 て

も はま 杭州にいるは と い、小田は昔の の家を にい た。 か 「

も ろで、 に自信を て」、 同 の がいて たのである。も

「一人でいたの ら、 は ま い ま た に、 には見つ たであろ 。」（2 ）と小

田は を残 た。28年が ても、小田は の とが ら か た。 

で た に、『断橋の佳人』では べての作 が をむか る。異

とい とに ると、男 人公は がわか たあとも、 女から離 に

係をつ る」（2 ）とい に ている。 た ては、小田が青春 代の た

、 に との に を 、 を異 の 想の世界で わせるた のも

のでは い ろ か。 の とをも ともわかり が「杭州で 」である。 

「杭州で 」の 作である「 」（『 』）は、 （ ）とい が

ま て い 女と、 とい 持ちの青年の である。 と が た

、夫が ていたとき、 が で る。 家が 領 、 士が の

も と る 、 は を て自 る。 の悲 のあとに てきた夫は、いつ

も通り に ら る。 は、死 が に ているからである。 女の

を知 た は知ら い りを て、一 に と 。 か 、ある は

を り、自 は一 を に た に のある家に 生 ると 。も が自 の

とを い ら、 た家に てもらいたい、自 が一 で る、と る。

に、 は が 生 た家を 、 ち が生ま た 家に を か 、親 の

に る。 

 小田が 作 た「杭州で 」は「 」のい つかの を に ている。

は では 、小田が と出 た杭州で ち に生ま わる。 について

も、 に 作と異 り、28年 に杭州を た小田と同 に、「杭州で 」

の は 18年 に に 。 らに、 作で に か ている 生 た を

は、か り 詳 書いている。 は の りで、 に ていて、 親と一

に いている 、 の を見つ る。上述の に、 31 年に杭州を た小

田も昔の 人と ている少年を見つ た。 は 人の をつ る。 女たちの家の に

は「 」と ていた。 は 人を通 て の生年月 を 認 る。小田も通 を

通 て 家と親 た。「杭州で 」では の生ま わりの家がわか た 、

が の と る が ている。 る の （ の夕）と女 の

の かた（ ている、 かに）も はり「杭州 」で た と に た と

一 ている（2 ）。「杭州で 」の の は小田のかつての 人、 と る

人 に ている。 

杭州領事館から 国 た 、小田は見 いの と「 」 を た。一 に人生の

困 を り た に の 持ちはあるが、「 にわがまま 」の は小田の き
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プでは か た（3 ）。 の 、小田はある「 」で「 」 女中（31）の と

が きに る。小田の 々 小説の中の女 人公を見て ても、小田は の

、 女 が きであ たと推測できる。小田は 31 年の杭州 、 の

とを て ら 、 年まで との を き ていた。

を とに が たのであろ  

に て、小田は「杭州 」で、三 の中で「 が 風に、

か い 」 と ている。 らに三 は「 現在 」の中国を

、 は「 の中国」（32）であると書いている。小田の の と の中国

は ているのかも い。 

の は『断橋の佳人』で 現 た。 の に述べた に、小田は悲 を

、「杭州で 」を 、『断橋の佳人』の べての を をむか るものに

た。 では異 は るのである。小田の「異 」、つまり 人の中国人女

との は か た。 て、 の とは 年まで る とができ か た。

年の小田は、 の女 との か た を作 の 想世界の中で せ、つ

らい現 世界から と たのである。 

 

終わりに 

で社 世界を見ていた（33）小田嶽夫は、田中栄一が た通り、 50

年の作 から「 た ら の世界 て」い た。 は小田の「 も た

界であ たかも い」。 では の小田が「 も た 界」を り に

らかに る とを た。 51 年の『断橋の佳人』に ると、小田は作 の中

に自 の た 想世界を見い 、ときには に て を作り出 た。 は「杭

州」、「 」、「 る異 」とい 三つの に見る とができた。残酷

に陥 た小田は、 た 想世界に い現 からの を たと ら るの

である。 
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